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相ぼうおにぎりと共にこれからも
上野原市立上野原西小学校六年　
　飯田　哲史　
とうとうお父さんのおにぎりの大きさに追いついた。ぼくが野球を始めたころのおにぎりの大きさは、小三のころの自分の手で、にぎれるくらいの小さなおにぎりだった。
ぼくは父と二人三きゃくで野球をがんばってきた。いつも食べていたのはおにぎり。ぼくにとってのおにぎりは、レベルアップするためのアイテムであり、相ぼうでもある。月に八回の練習で、一日三個（そのうち一つは補食である）を食べたと計算すると、四年間で、約千百個食べたことになる。父の分も合わせると、約二千三百個のおにぎりを食べたことになる。そして、おにぎりの大きさは、今やコンビニのおにぎり二つ分の大きさになった。おかげで体が大きくなり、ボールがよく飛び球も速くなった。おにぎりには感謝している。お米のパワーはすさまじく、心も体も大きくしてくれたと感じている。
ある日、母がにらさきに住む祖母と電話をしていた。ぼくが、
「どうしたの。」
と聞いてみた。そうしたら、母が
「新潟のおばあちゃんの親せきの人達が高れい化でお米を作るのをやめるらしいよ。」
と教えてくれたからぼくが、
「じゃあ、これからどうするの。」
とまた聞くと、
「今年の新米から、にらさき産のコシヒカリを届けてくれるって。」
と安心した様子で話してくれた。
　新聞にこんなことが書かれていた。『農林水産省の調査によると、農業を主に仕事にする人は二千年の二百四十万人から二十三年は百十六万人と約二十年で半減した。平均年れいは六十二・二さいから六十八・七さいと高れい化も進む。』と書いてあったけれど深く考えていなかった。でも身近なところでこのことを実感することになった。それでも祖母は、お米でぼくを応えんしてくれている。このお米の産地が変わったことは、大きな変化だった。
　先日、大月で行われた、ＪＡクレイン杯で都留の強ごうにおしくも負けてしまってまた一つ大会が少なくなってしまった。でも最後の最後までおにぎりを持って大会に行く。おにぎりと野球のおかげでいろいろな人と交流が深まったり、元気になったりするから、これからもおにぎりを持って中学でも野球を続けたい。
　祖母から、
「にらさきのお米はどうだい。」
と言われた。新潟のお米のことを考えて、少し迷ったけれど正直に
「新潟のお米と同じくらいうまいよ。」
と話したら、大喜びして最後に
「野球がんばってね。」
と言って電話が終わった。今までぼくの事を支えてくれた人、お米全てに感謝して、これからもおにぎりと共に野球を楽しみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

